
日本学術会議 
 

若手アカデミー会議(第 26 期・第 5 回) 
 

議事要旨 
 
 

 

１．日時：令和 7年 9月 17日（水）9:00〜11:00 

 

２．会場：新潟大学ときめいと 及び オンライン会議併用 

 

３．出席者：（敬称略） 

現地：小野悠、南澤孝太、門田有希、小川剛伸、川口慎介、木村草太、坂井南美、菅野早紀、杉本舞、

武田秀太郎、藤岡沙都子、前川知樹、松本大亮、松山亮太 

オンライン：加納圭、川端美季、久保田好美、癸生川陽子、河内山拓磨、櫻田涼子、實藤和佳子、新村

毅、田井明、田川義之、寺田佐恵子、仲上豪二朗、中谷武志、藤井一至、堀美香、安田仁

奈 

オブザーバー：三枝副会長、永澤剛（内閣府科学技術・イノベーション推進事務局参事官）、加瀬（事

務局） 

 

４．議事 

（１）三枝副会長挨拶 

  

（２）分科会の活動報告および今後の予定 

学術の未来を担う人材育成分科会：1月、文科省「次の一手チーム」・研究基盤協議会と研究人材に

関するシンポジウムを開催。 

ワーク・ライフ・バランス分科会：シンポジウム等で託児の実態調査と実践を実施。 

若手主導の異分野融合研究の推進に関する分科会：異分野融合研究の好事例共有、10月に合宿討論

を予定。 

国際分科会：2月「持続可能会議」開催、IAP加入、NAYA参画、STSフォーラム派遣（10 月）、SCA

共同セッション（11 月）、日学国際委員会等に 2名派遣。 

未来を拓く学術イノベーション分科会：10月那須公開シンポ、9月公開シンポ第 2部担当、11月次

回那須会議予定。 

地域社会とアカデミアの連携に関する分科会：地域連携の現状共有、9月公開シンポ第 1部担当。 

情報発信分科会：8月サイエンスカフェ開催、「10の課題」連載記事発信、NHKシチズンラボと共同

アンケート実施、番組・展示展開を予定。 

 



（３）見解「学術とスタートアップの両輪での推進に向けて」について 

草稿を共有し議論。研究者の起業障壁の整理、起業が経営者を意味しない点の明記、中規模層の重

視、起業を研究の手段とする位置づけ、公共性ある起業との区別、データ分析の偏りへの配慮が指

摘された。10月末を目処に最終稿提出予定。 

 

（４）話題提供および意見交換： 

永澤剛氏（内閣府科学技術・イノベーション推進事務局参事官）より、第７期科学技術・イノベー

ション基本計画（案）の検討状況が紹介され、委員との意見交換を実施。 

 

以上 


